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弁護士と弁護士会の未来

竹森裕子氏

略歴

1974年一橋大学法学部卒業

1979年一橋大学社会学部卒業

1985年司法試験合格

1988年弁護士登録（横浜弁護士会）

2007年横浜弁護士会副会長その他綱紀委員

会委員長，業務妨害対策委員会委員長，公害・

環境問題委員会委員， 日弁連業務適正化委員会

委員等を歴任

2015年横浜弁護士会会長

司会（中村俊規教授）

本来はこの時間は2年生配当の法曹倫理です

が，毎年この時期に横浜弁護士会の会長をお招

きして講演をお願いしています。本日は，今年

度の竹森裕子会長においで、いただきました。竹

森会長をご紹介します。お生まれは瀬戸内海の

小さな島だそうです。一橋大学法学部を卒業さ

れたあと，同じく一橋大学の社会学部も卒業さ

れています。昭和60年に司法試験に合格され

て最高裁の司法研修所に入所されました。修習

期は40期となります。修習を終えられたあと

昭和63年に弁護士登録をして横浜弁護士会に

入会されました。入会後は，平成 19年度の横

浜弁護士会の副会長をはじめ，横浜弁護士会の

綱紀委員会の委員長，弁護士業務妨害対策委員

会の委員長，公害環境問題委員会委員等を歴任

しておられます。非常に気さくなお人柄ですか

ら，本日は楽しいお話をしていただけるのでは

ないかと思っております。

(2015年6月20日）

1 横浜弁護士会会長に就任して

ただいまご紹介いただいた竹森裕子でござい

ます。本日は，少し参加者の人数が少ないよう

ですが， どうぞよろしくお願いします。こぢん

まりとしたゼミのような形でお話したいと思い

ます。

いま中村先生からお話があったように，私は

平成 19年度に副会長を務めたことがあります。

副会長は5人おりましたが，私が一番年長であ

ることから筆頭副会長でした。その副会長の中

で一番若い方がここにおられる中村先生でした。

私は昭和63年に横浜弁護士会に入会して今日

に至っています。この4月から会長職を務めて

おりますが，会長も副会長も任期は l年です。

1年で全員が交代するので，弁護士会の外部の

方からは会務の継続性に疑問を持たれているか

もしれません。しかし，任期を長くすることに

も問題があるのです。

みなさんは新聞報道等でご存じかと思います

が，「横浜弁護士会」という名称は来年の3月
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31日で終わります。4月1日からは「神奈川県

弁護士会」に名称が変わります。したがって，

私は横浜弁護士会の最後の会長ということにな

ります。

この機会に横浜弁護士会の歴史について少し

お話したいと思います。ここにある冊子は横浜

弁護士会創立 125周年を記念して 10年くらい

まえに刊行したものです。来年神奈川県弁護士

会に名称が変わるので，横浜弁護士会の歴史は

136年で幕を閉じることになります。横浜弁護

士会は，弁護士会という名前ではありませんで

したが，1880年 （明治 13年），全国で一番は

じめに「横浜代言人組合」として発足しました。

6月27日に設立されています。またその2日

後に東京弁護士会ができています。

さて， 今日は聴講者の中に女性がお2人いら

っしゃいます。いま横浜弁護士会の会員は，

1,500人になろうとしていますが，まだ超えて

いません。しかし，おそらく年内には 1,500名

を超えると思われます。そこで，みなさんは女

性会員の割合がどのくらいになると思います

か？ （聴講者） 2割 くらいでしょうか。（竹

森）よい数字ですね。もうおひと方はいかがで

すか。 （聴講者） 1割ちょ っとでし ょうか。（竹

森）実はまだ2割を超えていません。したがヮ

て，絶対数としてまだ 300人を超えていません。

しかし，新司法試験の合格者，すなわち， 60

期以降の会員に限定すると， 女性会員はすでに

3割を超えています。私が30年近 く前に横浜

弁護士会に入会した頃には，会員数自体が450

人くらいで，女性会員はその l割，45名ほど

でした。したがって， 女性会員はお互いの顔が

わかっていました。しかし，昨今では，状況が

一変しました。横浜弁護士会には4つ支部があ

ります。 川崎支部，むかし小岡原支部という名

称であった現在の県西支部， 横須賀支部，相模

原支部です。各支部の会員の方々とはなかなか

会う機会がありません。したがって，女性会員

についても顔がわからないのです。

私は， 横浜弁護士会の女性会長と しては3代

目になり ます。「一番前の方， 初めての女性会

長は何年前に登場したと思いますか？」（聴講

者）「10年くらいでしょうか？」（竹森） 21年

前です。 1994年，平成6年に横溝正子先生

。｜｜崎支部）が最初の女性会長です。横溝先生

は，また川崎支部の最初の女性会員です。その

後いまから 5年前に水地啓子先生が2人目の女

性会長となり ました。それで， 私が今年3代目

の女性会長になったのです。水地啓子先生は，

昨年日弁連の副会長に就任されましたが，当会

にと ってははじめての日弁連女性副会長です。

日弁連でも男女共同参画計画を推進しています

が，政策意思決定過程においては，女性の数は

それほど多くありません。 日弁連の会長は l名

2年任期です。副会長は 13名いるのですが，

副会長も会長と ともに全員が交代します。去年

13名の副会長のうち 3名が女性でした。とこ

ろが今年は，女性はゼロ人です。基本的には，

日弁連の副会長は，全国で52の弁護士会で会

長職を経験した方が就任する。そこで，当会の

例でもわかるように，単位弁護士会の女性会長

が少ないので，日弁連の女性副会長も少ないの

です。去年はたまたま 3人おられたのですが，

今年はゼロです。男女共同参画を推進している

日弁連としてはこれでは困るので，村越進会長

が悩まれたすえ水地啓子氏と稲田知江子氏を特

別補佐に迎えています。だから，水地先生は今

年もご多忙です。男女共同参画について， 日弁

連はそれなりに先進的な地位におります。横浜

弁護士会ではどうでしょうか。弁護士会の一番

基本的なと ころはまず委員会活動です。その委

員会で責任者を務める女性会員はまだそれほど

多くありません。日弁連も各弁護士会もそうい

う委員会で女性に活躍してほしいと思っている

ところですが，女性会員がなかなか責任者にな

らないこ とについてはいくつか理由があります。

最近は，結婚は全く障碍ではなくなりました。

しかし，子育てが問題です。小さいお子さんが

いるとなかなか夜の会議 ・会合には参加するこ

とができ ません。もっ ともこれは，弁護士だけ
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でなく，仕事をする女性一般の問題です。

2 業務妨害対策委員会について

さきほど中村先生からもご紹介いただきまし

たが，私は業務妨害対策委員会の委員長と綱紀

委員会の委員長を務めておりました。そこでど

うしてもみなさんにお伝えしておきたいことが

あります。まず業務妨害に関してですが，坂本

弁護士一家の事件があります。事件発生から今

年で26年，また地下鉄サリン事件から 21年に

なります。当時私は弁護士登録をしてから 2年

目に入っていました。 1989年 11月，坂本堤弁

護士と奥様の都子さん，それから 1人息子の龍

彦ちゃんがいなくなってしまいました。当時坂

本弁護士は横浜法律事務所に勤務していました

が，横浜法律事務所の同僚の先生方は，「坂本

弁護士がどこかに行くはずはない。」と確信し

ていたと思います。しかし，それにもかかわら

ず警察は長い間失院事件としての捜査しかしま

せんでした。私たちは具体的な刑事事件の場で

は警察や検察と対立構造にありますが，こうい

う事件が起きたときには何の権力も持っていま

せん。捜査権がない。したがって，そういう大

きな刑事事件の関係では捜査機関の手を借りざ

るを得ないところがあります。それで同僚の

方々は神奈川県警に何度も足を運ばれました。

しかし，失院事件としての対策本部しか立ち上

がりませんでした。そのうちにどんどん時間が

経過しました。当時，横浜弁護士会の会員や事

務所の同僚の方々は，坂本弁護士一家が生存し

ていると思っていました。技致犯はおそらくオ

ウム真理教の中にいると思われていましたが，

さすがに殺害されているとまでは考えられてい

ませんでした。そこで，弁護士会の仲間で救出

の活動を始めようということで，「生きて帰

れ！」という名前で救出の会を立ち上げました。

この会は長年活動してきましたが，残念なこと

に6年後に3人ともご遺体で発見されたわけで

す。その間坂本弁護士のお母様，都子さんのご

両親は，この救出活動に寝る間もないほど携わ

りました。それは，坂本一家の生存を本当に信

じていたからですね。ご遺体が発見されたとき

は，さぞ大変な思いがあったと思います。坂本

弁護士事件は決して忘れてはいけないのですが，

これはわが国において究極の弁護士業務妨害事

件となりました。坂本弁護士事件をきっかけに

弁護士に対する業務妨害があってはいけない，

それは，弁護士だから特別に保護されるべきだ

というのではなく，弁護士が攻撃されるという

ことは，市民の権利を擁護するという弁護士の

使命が脅かされる，弁護士が市民を護ることに

臨時することになりかねない。その意味で弁護

士の業務妨害は防止されなければならないので

す。

そこで坂本弁護士事件以降弁護士会の内部に

業務妨害対策委員会が立ち上がったのです。こ

れは日弁連の中にも設けられました。それ以来，

20年が経過しましたが，横浜弁護士会の内部

では少なくとも大きな業務妨害事件は起きてい

ませんでした。ところが，私が業務妨害対策委

員会の委員長を務めていた平成22年6月2日，

いまから 5年前のことですが，また弁護士が亡

くなるという事態が発生しました。前野義広弁

護士が殺害された事件です。 5年前というのは，

坂本弁護士一家の事件から 20年が経過してい

るので，ある意味で事件は風化しつつあったの

かなと思います。私は坂本弁護士とは直接の面

識はありませんでしたが，救出部隊の末端で救

出活動に加わっていたので，坂本弁護士事件の

実態については若干の知識があります。しかし，

新しい会員が増加して坂本弁護士事件を全く知

らないという世代がでできている中，平成22

年に前野義広弁護士が殺害されるという事件が

起きてしまいました。

その事件が別な意味で衝撃的であったのは，

おそらく坂本弁護士事件では特殊な犯人である，

オウム真理教という狂信的な団体である，そう

いう事件に関わらなければ業務妨害に遭うこと

はないという既成観念が壊されたことです。と

くに坂本弁護士事件の後に弁護士になられた
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方々にとっては衝撃が大きかったと思います。

この前野弁護士事件では，犯人は離婚事件で本

人訴訟をしていた夫で‘あり，被害者は妻の弁護

士でした。離婚事件という のは， 横浜弁護士会

の会員であればl件や2件は必ず担当するよう

なごく普通の事件です。だから横浜弁護士会の

会員にとっても， 自分が離婚事件の相手方によ

って刺殺される可能性があることを知ったとい

う意味において，衝撃が強かったと思います。

私は業務妨害対策委員会の委員長でしたから

「なぜ前野事件が起きたのか，坂本弁護士事件

から何事もなかったのに」という悔悟の念があ

ります。とにかく調査して会員にお知らせしな

ければならない。しかし，犯人はどこかに身を

隠していて1ヶ月ほど捕まらなかった。 担当の

加賀町警察では， 事件が起きた日に犯人の白星

をつけていたようですが，当然機密性のある捜

査情報ですからマスコミに対する発表はありま

せんでした。私の事務所も事件現場から数百メ

ートノレ離れたところにある関係で危険性を感じ

ていました。しばらくは現場付近を通ることが

怖かった。無事に犯人が逮捕，起訴されて，裁

判員裁判になりました。公判は 1週間ほどで，

基本的には大きな争点はなかったと思います。

私は，業務妨害対策委員会の委員長として全公

判を傍聴し，被告人の陳述も聴きました。また

公判の後刑事記録を読ませていただきましたが，

最終的にはなぜ前野弁護士が亡くならなければ

ならなかったのかは，わかりませんでした。業

務妨害対策の方法についていくつかの観点はあ

りましたが， 最終的にこうすれば防げたという

解決策はありませんでした。それでもと考えて

報告書を書き上げま した。 まず事件のときに前

野弁護士が所属していた事務所のドアがロ ック

されていなかった。その事務所は弁護士2人，

女性事務職員l人の体制でした。事件当日は，

所長弁護士は終日外出で不在，たまたま事件が

起きたときに女性職員は外に用事があり，前野

弁護士が1人で応対した。女性事務職員がl人

で在室しているときには， 通常ドアに鍵をかけ

ておく措置がとられていました。しかし，前野

弁護士は自らが弁護士であるし，おそらく男性

であるということもあってドアをロックしてい

なかった。ロ ック されていたら，事件を防止で

きたかと言えば，そうでないかもしれない。し

かし，少なくとも当日はロックされていれば予

約のない来客， しかも本人訴訟の相手方でかつ

DVの加害者ですから， 対処の仕方があったか

もしれません。しかし， その日に事件を回避で

きてもまた別の日に別の機会に攻撃される可能

性もあるので，業務妨害を完壁に防ぐことはで

きないのです。私自身もとても怖いです。いま

でも危険な事件がときどきあります。防止は困

難であヮても，また怖いと思っていても仕事は

やらざるを得ない。 勇気を出してやるというの

が弁護士だろう と思います。

前野弁護士事件の報告書の結論は，坂本事件

のと きから20数年を経て時代が変わっている

ので，私たち弁護士が業務妨害に遭う可能性は

より大き くなっている。 基本的にはどのよう な

事件でも業務妨害がおきるという認識のもとに

普段の弁護士活動をやっていただきたいという

お願いです。しかしそれは「こうしなさい」と

言うものではありません。ロ ックの件に関しで

も，業務妨害対策委員会としては「ロックはし

た方がよい」というアドバイスはしますが， 坂

本弁護士が所属していた横浜法律事務所は， 事

務所の方針と していまだにドアはオープンを貫

いています。横浜法律事務所には複数の弁護士

が所属しているし，事務職員も男女取り混ぜて

多数いるので，ある程度の安全性は担保されて

いるのでしょう。また弁護士会としてドア ロッ

クを強制することはできないのです。

私の事務所は，いま 4名の弁護士，そのうち

男性がIで3人は女性です。 5年前の前野事件

が起きた頃， ドアは開けっ放しでした。以前か

ら事務局からは「怖いのでドアをロックした

い」 という要望はあったのですが，それほど危

険な事件は引き受けていないので， ドア解放を

維持していました。しかし，自分自身少し問題
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を軽視していたところがあヮたので，前野弁護

士事件以降これではいけないと反省し， ドアは

施錠し，予約のない方にはお会いしないという

方針をとっていますが， ドアの鍵を開けたり閉

めたりするのはなかなか面倒ではあります。

そのほかにも業務妨害対策として，危険な人

に会わないというのが一番よいのです。しかし，

私は，離婚事件に際して基本的には奥様側の依

頼を受けることが多い。奥様の方から「別れた

い」というと，だいたい男性側は「いやだ」と

言います。夫側には弁護士はついていない。夫

はとにかく奥さんと話をしたいと言うけれども，

奥さんの方は会いたくないというので，代理人

である私が夫と会うしかない。その際，基本的

にl対lでは会わないことにしています。事務

所で面会する場合は，まだよいのです。しかし，

「事務所には行かない」と拒絶される場合には，

決して密室ではなく，大勢の人目のあるところ

で会うようにしています。また事務所に来訪し

ていただく場合にも，自分l人が在室という場

合は避け， しかもテーブノレ上に危険なものは置

かない。いざというときには私がすぐに脱出で

きるように来訪者には奥の方に座していただい

そういう準備をしながら会うということになり

ます。初対面の方の場合，やはり緊張します。

前野弁護士事件の犯人は，奥様と同居していた

頃には日常的に暴力を振うような人ではなかっ

た。別れるという問題が起きたときに，奥様の

方では調停の申立てをしてすぐに身を隠してし

まわれた。路上で、たまたま夫と遭遇したときに

夫から「殺してやる！」と言葉で脅かされたこ

とはあるけれども，物理的に乱暴されたことは

なかった。おそらく前野弁護士は奥様からそう

いう話を聞いていても，夫があれだけ過激な行

動に出ることは想像されていなかったと思いま

す。私は幸いにしていままでは無事に生きてこ

られました。今後も，危険な事件は， l人では

担当しないことにしています。しかし，問題は

受任に際して事件の危険性の判断をすることが

できないことです。危険かもしれない，そうで

ないかもしれない。危険かもしれないのでその

対策をとりながら受任し，結果的には大丈夫で

あったという場合がほとんどです。弁護士には，

弁護士活動をするうえにおいて常に業務妨害の

可能性を念頭においていただきたいと思います。

しかし，この思いがなかなか若手のみなさん

に伝わらない。新人弁護士研修の場で必ず弁護

士業務妨害対策委員会の委員長またはそれに代

わる人がレクチャーをしています。レクチャー

はするのですが，新人弁護士研修の際にはもの

すごくたくさんの情報を与えられるので，この

ことが頭に入るかどうかについて不安がありま

す。また新人弁護士研修の際にはまだ実際に事

件の経験がないので， どういう事件が危険なの

かを判断することが難しいという問題もありま

す。いま私が思いますに，坂本弁護士が弁護士

3年目，前野弁護士も弁護士3年目に事件に遭

遇している。 3年目というのは，どういう状態

か。私自身を振り返ってみると， l年目は無我

夢中， 2年目は若干のゆとりができる。 3年目

になると自分もなんとかやっていけそうだとい

う自信が少しできる頃で，そこに危険があるの

かなと思います。本日のお話は，法曹倫理の授

業として行われているわけですが，弁護士は常

に弁護士倫理を遵守していなければならず， 5

年目ごとに研修を必修として課されています。

しかし，それでは少し遅い。新人のときから 5

年後の研修というのでは，危険な3年目がカバ

ーされていない。いま業務妨害対策だけではな

くて，新人にも倫理をもう一度学んでほしいと

いう趣旨で， 3年目研修も必修となりました。

この試みがどの程度若い弁護士のみなさんの心

に響くか見守っているところです。業務妨害の

お話はこれくらいにしておきます。

3 過払金返還請求事件について

私は横浜弁護士会の会長として，また日弁連

の理事として， 1ヶ月に最低2日，全国の単位

弁護士会の会長等が集まる日弁連の理事会に参

加しています。この6月は，昨日と一昨日に理
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事会がありました。みなさんもご存じでしょう

が， 日弁連では法曹養成問題対策委員会を立ち

上げているので，その最新の情報を後でお伝え

したいと思います。また私が28年問弁護士を

やってきて，面白かったという言い方をすると

語弊があるかもしれませんが， 2つの事件をご

紹介しておきたいと思います。 1番目が過払い

パフ勺レと言われている消費者金融の問題に関係

します。過払金の返還請求が問題となる前に，

大きな社会問題が発生しました。厳しい取立て

の前におびただしい自殺者が出た。また過払い

パフツレは， 自殺者，自己破産や会社を倒産させ

た方々など大勢の屍のうえにやっと過払金の返

還請求が認められたのです。

私が弁護士になって2～3年目くらいに，消

費者ローンの問題に関わりました。この問題の

法的な論点は，貸金業法43条の金利の扱い方

でした。この論点については，長い間議論され

ていましたが，少なくともその当時でさえ裁判

になってしまえば利息制限法上の金利に引き直

すことが可能で、した。しかし，債務者がすべて

弁護士に依頼するわけではない，またどこにア

クセスしてよいかわからない人が多かった。こ

れは今の時代とはだいぶ違います。また裁判で

利息、制限法による金利の引直しは可能でも，過

払分の返還請求はなかなか認められませんでし

た。全国に多数の債務者がいて一つ一つの事件

で訴訟をやっていたのではらちがあかないので，

全国的な弁護団が結成され，またそれには大勢

の司法書士の方々も参加しました。その訴訟活

動をやる中でようやく平成 15年に最高裁の判

決が 1つ出ました。そこで潮目が変わったので

す。私もこの最高裁判決の前に同じような主張

をしていたはずなのですが， しかし理屈の部分

が不十分でした。結論ありきという言い方だっ

た。それを裁判所にわかってもらうために地道

な努力が続けられて，ょうやく最高裁の判決が

出たのです。それまで，私は，最高裁の判例と

は直接関係がないものと思っていました。しか

し，私は，この事件を通じて最高裁の判例によ

りこれだけ世の中ががらりと変わって行くとい

うことを目の当たりにし，まさに時代が動いて

いることを実感しました。

私は，平成 15年以降，弁護団の一員として

最高裁で初めて弁論をしました。商工ローンの

大手日楽を相手とする訴訟でしたが，最高裁が

口頭弁論を聞くのは，基本的には従来の判決を

覆すということです。私は，自分が最高裁で弁

論を行う場面を全く想定していなかったので，

はらはらどきどき緊張しました。弁論を無事に

終えることができましたが，考えてみれば，こ

の事件も最高裁の歴史のーコマでした。最高裁

が判例を変えるというのは，画期的なことです。

それは社会にとってプラスの側面ですが，逆に

言うと，そこまで行かなければ判例が変わらな

い。それまでに多数の自殺者が出ている。破産

者もたくさん出ている。そういう社会状況の中

で10数年経過しないと判例が変わらないとい

うのは， ものすごく残念なことです。もう少し

なんとかならないものかと思いました。それで

もそのような判例がでたということは，弁護士

や司法書士の主張に耳を傾けた裁判官がいたと

いうことです。私たちは，依頼者の利益を護る

ために日々地道に活動しているのですが，それ

がひいては国の施策にも影響を及ぼすことにな

るし，そういう活動ができる職業です。商工ロ

ーンの事件を通じて最高裁の判例が変わる状況

を目の当たりにしたのは， とても勉強になりま

した。

4 藁のうえの養子事件について

あともう一つ最高裁まで行った事件として，

いわゆる藁のうえの養子事件があります。珍し

い事案で， 日本法と台湾法にまたがり，台湾法

上では養子縁組届が出されていました。台湾人

である父親，日本人である養父がいるのですが，

日本法上は戸籍届けがだされていないのです。

私たちは，最高裁まで争いましたが，残念なが

ら敗訴しました。この事案では，最初に受任し

た弁護士が最高裁へ上告受理の申立てをする段
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階で応援を頼まれたのです。女性ばかり 3人の

弁護士が応援にかけつけ合計4人の女性弁護団

が立ち上がりました。 4人ともお酒をたしなむ，

辛いものが好きということで上告理由書をどう

書くか等侃々誇々の議論した後に楽しいひとと

きを過ごしたこともありました。弁護団を組む

ことで，いろいろな人のお話を聞くことができ

る，自分l人では持てなかった発想が出てくる

のです。しかも大きな事件となると l人で担当

することは難しい。弁護団としてやることはよ

いことだと実感しました。私は，厚木基地訴訟

等大きな事件には関わっていないのですが，小

さな弁護団事件でも弁護士が力を合わせてやる

ということは，大きな力を発揮することができ

ることを実感したのです。

5 弁護士の姿勢について

最高裁ではないのですが，私が女性であるこ

とからいつ頃からか離婚事件を多く扱うように

なりました。一時期 10件ほどの離婚事件を抱

えたことがあります。基本的に奥様側からの依

頼を受けています。一言で離婚事件と言います

が，事件ごとにそれぞれ様相が異なります。し

かし，基本的には法律的な枠組みとしては離婚

原因があるか，未成年の子がいる場合には親権

をどちらが持っか，あとは財産的な問題で養育

費，財産分与，慰謝料をどうするかという括り

になります。依頼者が弁護士に依頼するときに，

法律問題の解決のほかに相手に対する感情の問

題があります。その場合どうすべきか。弁護士

は直接に依頼者と話をして，依頼者の言うこと

が全面的に正しいともいえないので，「法的に

はこうなる」というように説得しなければなら

ない。基本的には，弁護士の一番大きな仕事は

説得する技術かなと思います。弁護士はだれで

もベースとなる法的な枠組みについては理解し

ているはずです。それを自分の依頼者にどう説

得することができるか。それは依頼者と弁護士

がどう信頼関係を保つことができるかにかかっ

ている。弁護士にはそれぞれノウハウがありま

す。私は先ほどお話ししたように基本的には奥

様側から依頼を受けるようにしているので，一

応女性の立場を理解することができると思いま

す。私の事務所に相談に来られた方の中には，

男性弁護士のところに相談に行ったところ「あ

なたのいう離婚原因の理由がわからない」，「私

がこんなに苦しんでいるのにあの男の弁護士は

何もわかってくれない」と言われた方が何人か

います。「それくらいは我慢しなさい」「長男の

嫁なのだから」等言われるのです。女性弁護士

はそういう意味で女性の依頼者と共感すること

ができる面があります。したがって，女性弁護

士が女性の依頼者の期待に応えることができる

場面は少なくないと思います。もちろん男性の

弁護士でも男性の依頼者に対して「あなたはそ

うおっしゃるけれども，女性の方ではこう思っ

ているかもしれませんよ」と説得する場合もあ

るでしょうね。とにかく依頼者との間に信頼関

係がないと仕事はできません。

私たちが先輩から言われることは，「背後か

ら依頼者に撃たれるな」ということです。当然

相手方とは全面的に戦わざるを得ない。弁護士

としては依頼者のためにこれだけ戦っていると

思っているのに，実際には依頼者が代理人であ

る弁護士を背後から撃つようなことがあるので

す。自分の弁護士としての力は相手方に対して

2割，依頼者に対して8割使えということが言

われるのです。それくらい依頼者は大切でもあ

るし，その方のために仕事をし，報酬をいただ

いて，私たち弁護士の生活が成り立つのですが，

それだけに依頼者との信頼関係を保つことは難

しいのです。いつも依頼者の言うことが正しく

て弁護士もその通りに頑張るということであれ

ばよい。しかし，一方が全面的に正しく，他方

が全面的に悪いという事件は世の中にそう多く

はありません。泥棒にも 1分の理屈ということ

わざがありますね。そうすると依頼者の言い分

の最低ラインは護る必要があるけれども，「こ

の点はあなたがいくらそう思っていても通用し

ない」という言い方で依頼者を説得することが
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大切な仕事であるように思います。

大変な事件が終わって依頼者に感謝されたと

きは，弁護士と してのやり甲斐になりますが，

「あれほど頑張ヮたのに全く評価されなかった」

ということもあります。こういう例があります。

離婚事件で，私としてはすごく簡単に終わった

事件であり，それほど感謝されることはないと

いう認識を持っていたのですが，依頼者がもの

すごく喜んでくれて報酬以外にも届け物をして

くださったことがあります。その反面，すごく

大変な事件を長い時聞をかけて頑張って解決し

たにも拘わらずあまり感謝されないことがあ り

ます。私が私の夫に対してつい愚痴を語ったと

ころ， 夫は，「依頼者にと っては早期解決が重

要だったのかもしれない」と言うのです。私は

なるほどと思ったことがあり ます。

6 公害・環境問題委員会について

弁護士会はいろいろな公益活動をやっていま

すが，その公益活動の基盤は各委員会です。 私

はもう長年公害・環境問題委員会というところ

に属しています。その他には，弁護士人事委員

会，弁護士業務妨害対策委員会と綱紀委員会に

も属しており ました。横浜弁護士会にはいま

50近い委員会があります。その中には法律上

必ず設置しなければならない委員会もあります。

資格審査委員会，綱紀委員会，懲戒委員会ある

いは選挙管理委員会等です。 それ以外にもいろ

いろな公益活動をする委員会があります。また

いま国会で憲法論議がなされていますが，憲法

問題対策本部もあります。みなさんに一番関わ

りのある法曹養成制度を検討する特別委員会も

ある。横浜弁護士会は，各弁護士にその lつ以

上の委員会に参加することを推奨しています。

ところが，弁護士が 1.500人もいると，いろい

ろな意見が出ます。たとえば，弁護士会はそん

なに大きな団体を目指すべきではない。会費は，

むしろ会員に役立つような研修制度に当てるべ

きだ， 等です。先日 5月25日の通常総会で安

保法制に反対する議案が上程され， 大部分の人

が賛成して可決されましたが，当然反対のご意

見もあり ました。

私は，弁護士会の仕事はいろいろな委員会活

動が基盤にあることで各種の公益活動ができる

と考えています。またその公益活動をやらない

人もいますが，それは公平ではない。 1委員会

に1年間 12回出席すると， 12ポイン卜が付与

される，また 12ポイ ントに足りない方には負

担金を払ってもらうという制度があり ます。せ

めてどこか1つの委員会に所属すれば簡単にク

リアできる問題であるのに，委員会活動に関心

を持たない会員もいるのです。そういう意味で

弁護士会も決して一枚岩ではない。それでも，

総会で反対の意見が述べられでも，決議が通り

方向性が決まると，みなさんその方向で活動し

てくれます。弁護士会では適正手続については

厳格です。また適正手続を経て決定した事柄に

関しては，これを遵守するというところが横浜

弁護士会の会員のよいところであると思います。

私の属している公害 ・環境問題委員会という

のは， 川崎で公害事件が発生し，多数のぜんそ

く患者等被害者が出た頃に立ち上がったもので，

その頃はとても活発に活動していました。水俣

病であるとか大きな公害事件がなく なってきた

と思われる昨今です。 当初は公害問題対策委員

会でしたが，そこに 「環境」が加わりました。

川崎の空気がきれいになればよい，それから水

俣病の水銀が排出されなければよいというだけ

のものではありません。いまは温暖化などによ

り地球環境のすべてが問題でしょう。生物多様

性も危機的な状態です。公害だけでなくて地球

環境を護ることに目を向けて活動していきたい

という趣旨で 「環境」が追加されたのです。い

ま毎年県外に調査旅行に出かけます。去年は奥

尻島に行って地震の影響を調査しました。また

津波によって受けた被害がどれだけ回復してい

るかを視察しました。しかし，委員以外の会員

からは遊びに行っていると思われていて，残念

ではあります。私はず、いぶん前からこの公害・

環境問題対策委員会に属しているのですが， 一
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時期食品添加物部会というものがあったときに

部会長になりました。ところが委員会を聞いて

も，だれも出席しない。それで私も出なくなり

一時この委員会活動をやめていま した。おそら

く公害 ・環境問題対策委員会としては， 屋久島

に調査旅行に行ったのが調査旅行の最初で，私

はその当時委員ではなかったのですが，これに

参加しま した。それ以来南の方の島廻りを しま

した。これらについてはすべてについて調査報

告書が残っています。いま屋久島であれ奄美で

あれ，観光で行くことも容易です。御蔵島，佐

渡，手lj尻， 礼文にも行きま した。弁護士会で公

害・ 環境問題の調査に参りま したというこ とで，

役所にヒヤリングのお願いをし，事前に質問事

項をお送りします。すると，自治体では丁寧に

対応して下さいます。当日訪問して資料を頂く

とと もに直接にディ スカッシ ョンをするという

ことになります。これは本当に得がたい大切な

機会です。私たちが普段自分の仕事として関与

しているのは，公害等が発生していてその被害

者ばかりです。 被害者が明日にでも亡くなって

しまいそうなのに，裁判所が手助けをしてくれ

ない。そういう状況の中で，この調査旅行は私

たちのモチベーショ ンを維持するためにも重要

なのです。

7 弁護士人事委員会・人材育成支援委員会につい

て

私はいま弁護士人事委員会と人材育成支援委

員会にも所属しています。人材育成支援委員会

は，以前は弁護士人事委員会の中にありました。

弁護士人事委員会は基本的に1期2年制ですが，

通常は2期やる。最近では最長で3期まで可能

となりました。しかし，3期6年でも解決しな

い問題がたくさんあります。たとえば，司法研

修所の教官， 司法試験の考査委員等の任期です。

あとは，自治体の包括外部監査人であるとか，

究極的には最高裁の裁判官を出したいというこ

ともあ ります。さらに自治体に任期付き公務員

であれ，弁護士を公務員と して採用してもらう

という息の長い活動がある。その活動の一環で，

去年から最高裁の裁判官訪問をやっています。

弁護士から任官された裁判官がおられるので，

人材育成支援委員会の委員長である木村弁護士

が中心となり， 直接面識のある最高裁裁判官を

訪問しています。裁判官室で懇談し，さ らに地

階の食堂で会食し，意見交換をするのです。私

は，去年と今年の2回参加しました。最高裁裁

判官は，一般的には雲の上の存在です。 最高裁

裁判官は選挙の際に国民審査を受けるけれども，

実際にその身分を否定されたことはありません。

国民審査の前に，個々の裁判官がど ういう判決

に関与し， どういう意見を述べたかという情報

は公報で発表されますが，私たちがそれを読ん

でも個々の裁判官の人物像はよくわからないの

が実情です。しかし，実際に裁判官にお会いし，

その人柄に接すると，裁判官が普段どういう意

見をもち，どういう気持ちで上告事件に関わ り，

また当事者の主張をどう聞き入れてくれるのか

等がわかるのです。もちろん個別事件には触れ

ませんが，裁判官は率直に語って下さるのです。

その裁判官の言葉で，私の心に残っていること

があります。 「あれ？ この事件はおかしいね」

ということを最高裁の裁判官に思わせることが

大切だということです。法的な理屈だけではな

い。もちろん裁判の場では理屈が大切ですが，

法的な部分でもそうでない部分でも下級審の裁

判はここ治宝お治〉しL、とL、うところをはっきりさ

せるこ とです。同じ裁判官に2度お会いすると，

これまでは最高裁は奥の院のようなところと思

っていましたが，ものすごく身近に感じるよう

になりました。何年後になるかわかりませんが，

横浜弁護士会からも，最高裁裁判官を送り出し

たいものです。

8 綱紀委員会・懲戒委員会について

さて，法曹倫理の授業で落としてはいけない

のが綱紀，懲戒の問題です。みなさんもご承知

のように，弁護士会には自治が認められていま

す。会所属の弁護士が非行行為をしたときに，
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それに懲戒権を発動することができるのは当該

の弁護士会です。裁判所でも検察庁でも国会で

もありません。私たち弁護士が懲戒する権限を

持っているのです。これは，弁護士会が戦後に

初めて勝ち得た権利なのです。私はいまこの弁

護士自治が崩壊するかもしれないという危機感

を持っています。まことに残念なことに去年の

12月9日に，横浜弁護士会のある弁護士が数

千万円の横領事件を起こしたということで当該

弁護士は，綱紀委員会の審議を経て懲戒委員会

で1年4ヶ月の業務停止という結果になりまし

た。また今年の 1月には，弁護士会が立件する

事件が生じました。会立件をした場合，当日に

事前公表します。その弁護士は， 5月26日に

逮捕されなおかつ6月17日に再逮捕されてい

ます。懲戒の申立てはだれでもできますが，大

部分は理由のないものであることから，懲戒委

員会で審議する前に綱紀委員会で粗ごなしをし

ます。私は，まる 4年，去年の5月31日まで

綱紀委員会の委員を務めました。そのうち2年

間は委員長でした。その経験上，どうしてこの

ようなことで懲戒請求をするのか疑問に思う例

がたくさんあります。事件について依頼を受け

た弁護士が最初に正確に説明をしておけば申立

てに至ることはなかったと思われるものもあり

ますが，誤解に基づ、いて嫌がらせのために申立

てをするという例もあります。私も弁護士にな

ヮて3年目に懲戒請求を受けたことがあります。

その件は無事に済んでよかったのですが，離婚

訴訟で本人訴訟をしていた夫の方から申立てを

受けました。申立てを受けると，綱紀委員会の

審査にかかっている問，ものすごくいやな気持

ちになります。最終的に懲戒にならなくても綱

紀委員会の審査にかかるだけで精神的負担には

なります。

先ほど申し上げた会立件ですが，基本的には

市民が自ら依頼した弁護士又は相手方の弁護士

について懲戒請求するのですが，弁護士会自体

がその会員について「00のような非行がある

ので調査して懲戒してください」という申立て

を行う案件を会立件というのです。会立件とい

うのは，それなりにハードノレが高く十分な証拠

が必要です。したがって，会立件されることは，

ほぼ懲戒されることと同じです。本来であれば，

懲戒請求を申し立てられただけでは，一般には

公表しません。まだ最終的に懲戒されるかどう

かわからないからです。しかし，弁護士会で調

査し，懲戒に相当する事情や証拠があるという

場合には，あらたな被害者を生まないためにマ

スコミ等に対して事前公表します。先日再逮捕

された弁護士は，起訴されたので有罪になると

思われます。有罪になると，被害額はまだいく

らになるかわかりませんが，少なくとも数千万

円にはなるので，懲役刑を宣告され，執行猶予

がつくことは難しいでしょう。そうすると弁護

士資格を喪失することになります。服役後はど

うなるか。懲役に服しでも司法試験に合格した

という事実は残るので，またどこかで登録請求

ができます。しかし， どこの単位弁護士会でも

このような事情があるときは登録を認めないで

しょうから，もはや弁護士活動を再開すること

は事実上不可能に近いと言えます。弁護士は，

そういうことをよく承知している。しかし，不

祥事が起きるのです。その原因としては，経済

事情がよくないということがあるのかもしれま

せん。司法修習生の就職先がなかなか見つから

ないというのも，経済事情が背景にありそうで

す。しかし，みなさんは，なぜロースクーノレに

入学して法曹を目指したのか。みなさんにはそ

れぞれ秘めた思いがあるのではないでしょうか。

みなさんはそれを大切にして是非頑張っていた

だきたいと思います。

9 私と司法試験について

私が弁護士になヮたのはそれほど高遁な志が

あったわけではありません。私は，大学には一

浪して 1970年に入学しました。当時，大学紛

争は終息方向には向かっていましたが，まだ世

の中は落ち着いてはいませんでした。 1969年

というのはどういう年であったか覚えています
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か。大学紛争のため，唯一東大で入学試験が実

施されなかった年です。したがって，この年に

東大入学者はいません。翌年に私が一橋大学に

入学したとき，前年度に東大に入学していたか

もしれない人々が先輩としていたわけです。こ

の先輩方は，先生方からも「優秀だ」とよく言

われていました。そのような環境の中で，私は

広島から上京してきて，大学4年間を安閑とし

て過ごしていたように思います。冗談のように

司法試験を受けていましたが，択一試験にさえ

受かるはずもありません。法学部は卒業したの

ですが，就職する勇気もなくモラトリアムのよ

うに社会学部に学士入学しました。 1年過ぎた

時点で父親が病に倒れたので，これ以上父に負

担をかけることができなくなり民間の会社に就

職しました。就職先がなんとコンビュータのソ

フトウエア関係の会社でした。私は全くの機械

音痴で，面接の際に「私は機械音痴ですが本当

にやっていけるでしょうか」と面接担当者に尋

ねたほどでした。「大丈夫」と言われて，なん

とかはなったのですが，当時コボノレというプロ

グラム言語があり，それを手書きで作成してい

ました。コンビュータを使うよりも人間の手作

業の方が経費がかからなかった時代です。私に

は機械に使われる仕事は合わないと思い， 2年

と1ヶ月で退職しました。当時は，今日のよう

にl人が l台のパソコンを使用する時代が来る

とは全く予想することができず＼いまから思え

ば，先見の明のない私でした。退職したのは，

そういう事情もありましたが，寿退社の側面も

ありました。その後，社会学部に復学し，卒業

論文を書いて卒業しました。もし，子供に恵ま

れていたら教育ママになヮて現在とは違う人生

を歩んで、いたかもしれません。しかし，幸か不

幸か子供には恵まれませんでした。夫は会社で

長時間労働で，その分私は暇になる。それで再

就職を考えたのですが， 4大卒の女性の中途採

用というのは困難でした。そのようなときに，

法学部時代の友人が，夫の転勤でたまたま東京

に戻ってきました。それで彼女が私を誘ってく

れて一緒に本格的に司法試験の勉強を始めたの

です。時間はかかりましたが，それで、今日の私

があります。したがって，私が弁護士を目指す

に当たって高い理想があったわけでもないので

す。しかし，私は，本当は検事に任官したいと

いう気持ちもありました。いまのように民事訴

訟法と刑事訴訟法という 2つの訴訟法が試験科

目ではなく，訴訟法は 1科目で足りましたし，

また私は学部時代には刑事訴訟法しか学んでい

ませんでした。それで検事が念頭にあったので

すが，結婚しているので選択肢としては転勤の

ない弁護士しかない。弁護士は消極的に選んだ

結果です。しかし，この仕事を選んでよかった

と思います。高遁な志を持っていなくても，弁

護士にはなることができるというのが，私のお

話です。

10 終わりに

いまみなさんが心配しているのは，法曹養成

の制度がまた変わるのではないかということで

しょう。神大も来年から法科大学院の学生募集

が停止されるということですし，この6月に法

曹養成制度改革推進会議のとりまとめ案という

ものが出ました。それによると，司法試験の合

格者数は， 1,500人程度を上回ることを目指す

とされ，質を確保することが大切だと言われて

います。日弁連ではこの報告をある程度評価し

ているのですが，この質をどう確保するのか，

法科大学院の組織・運営をも含めてのことです

が，まだまだ課題はあると思います。

あとは可法試験の予備試験の問題があります。

ロースクールは期間も長いし費用もかかる。ま

たようやく合格しでも就職口が見つからない。

これでは法曹界を目指す有為な人材がいなくな

ってしまう。ロースクーノレ制度がで、きたとき，

法曹を目指す人は5万人いたのですが，現在は

l万人程度です。これは危機的状況です。本来

法曹志望をもっている人々が法曹を目指してい

ない。法曹養成制度改革推会議でもようやくこ

の危機意識を持ったようです。したがって， ま
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だ変革は行われるはずです。日弁連もまだこの

問題について努力を傾けたいと言っているし，

私も日弁連の理事として取り組んでいきます。

みなさんも決して悲観するのではな く，可能性

を目指して頑張ってください。みなさんが合格

する頃にはもう横浜弁護士会ではなく神奈川県

弁護士会になっていますが，みなさんのご入会

をお待ちしています。

司会竹森先生，貴重なお話をいただき，あ

りがとうございました。せっかくの機会ですか

ら，竹森先生に質問がありま したらどうぞ。

0 弁護士になって経験を積むことで解決で

きるようにも思うのですが， ロースク ーノレ在学

中に「これはやっておいた方がよい」と思われ

るこ とはあるでしょ う泊、

竹森 これが正解ですという答えはなかなか

見つかりませんが，私は，弁護士になって以来

カウンセリングの技法を学びたいと思いながら，

いまだにできないで、います。それからもう一つ。

弁護士として活動する場合，それまでのどのよ

うな経験も役に立ちます。したがって，いろい

ろな経験を積まれた方がよいと思います。私の

経験というものは決して多く ありませんが，ま

た経験が直接役立つと言う ことはなくても，い

ろいろな経験をすることが人間の幅を広げるこ

とになる，人間力を高めることになると思いま

す。

0 さきほどの過払金に関する最高裁判決の

件です。あの判決が出るに際しては，ずいぶん

弁護士の先生方のご努力があったのだというこ

とをあらためて知りました。最高裁の考え方を

変えるには，やはり外部の力がないといけない

のでしょうか。

竹森 そうですね。私たち弁護士は法曹一元

を目指すといっておりますが，なかなかその途

は遠いと思います。日本の裁判官は，キャリア

制度になっていて，社会経験を積んだことのな

い人々がそのまま裁判官になっていくことの弊

害は， 昔から指摘されています。しかし，まだ

解決されていません。ひとつ補足しておきます

と，過払金返還に関する訴訟においては，大学

の先生方にいろいろな意見書を書いていただい

たことも大きな力になっています。

0 業務妨害のお話がありました。外国人の

不法滞在等について相談を受けられるような場

合もあるのではないかと思いますが，文化的背

景の異なる相談者について特に留意されること

はありますか。

竹森文化の違いはあります。日本人が問題

を起こした場合には素直に謝るようにアドバイ

スするこ とが多い。しかし，外国人の場合，明

白な証拠が出るまでは自らの行為を否定すると

いう文化もあります。したがって，今日外国人

に関係する事件が増加した状況下で，民事でも

刑事でもその文化の違いを常に念頭におく必要

はあると思います。

0 離婚事件においてもあるように思うので

すが，実際の事件では，一方では当事者が主張

する，あるいは確信する事実がある。しかし，

それは他方では証拠と一致しないような場合，

弁護活動ではどちらに比重がおかれるのでしょ

うか。

竹森真実に基づく判決が正義であるとすれ

ば，現実論として，正義は必ず勝つとはいえま

せん。民事訴訟では，弁論主義やそれに伴う事

実認定の仕方があります。裁判で認定された事

実は，証拠法則に基づくものであって，真実で

あるとは断定できないのです。証拠が重要です。

司会 時聞が尽きました。これで本日の講演

を終わります。竹森先生ありがとうございまし

fこ。
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